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平素は格別のご高配を賜り
厚く御礼申し上げます

[[ 経営理念経営理念 ] [事業領域事業領域 ]

　株式会社やまやは「流通、販売の合理化を実践し、　株式会社やまやは「流通、販売の合理化を実践し、
消費生活を豊かにすることで地域社会に貢献する。」という消費生活を豊かにすることで地域社会に貢献する。」という
やまやグループ経営理念、そして、三方善（さんぽうよし）の考えをやまやグループ経営理念、そして、三方善（さんぽうよし）の考えを
基にしたやまやグループ行動規範を実践しています。基にしたやまやグループ行動規範を実践しています。
三方善とは、「売り手善し、買い手善し、世間善し」すなわち、三方善とは、「売り手善し、買い手善し、世間善し」すなわち、
一方、自分。 二方、相手方。 そして第三方、社会一般。 の三方が、一方、自分。 二方、相手方。 そして第三方、社会一般。 の三方が、
それぞれに善い状態に保つことを言います。それぞれに善い状態に保つことを言います。
　株式会社やまやは、お客様、お取引様、我々の主体性の三方を　株式会社やまやは、お客様、お取引様、我々の主体性の三方を
衡平（こうへい）に考え、経営理念実現のため、衡平（こうへい）に考え、経営理念実現のため、
日々、この三方善の信条を以って考動（こうどう）してまいります。日々、この三方善の信条を以って考動（こうどう）してまいります。
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　株主のみなさまには、平素より格別のご高配を賜株主のみなさまには、平素より格別のご高配を賜り、り、
厚く御礼申し上げます。厚く御礼申し上げます。
　ここに、当社第４９期（2019年３月期）事業概況をここに、当社第４９期（2019年３月期）事業概況を
ご報告申し上げます。ご報告申し上げます。
　当期も、天災と不順な天候により、酒類嗜好品や外　当期も、天災と不順な天候により、酒類嗜好品や外食
需要の減退が顕著となるなど、当社グループにとって需要の減退が顕著となるなど、当社グループにとって
は強い向かい風を受けてまいりました。株主の皆様、は強い向かい風を受けてまいりました。株主の皆様、
パートナーの皆様のご理解・ご支援に支えられながらパートナーの皆様のご理解・ご支援に支えられながら
も、第49期のグループ連結会計は、減収減益の経営も、第49期のグループ連結会計は、減収減益の経営
成績となりました。成績となりました。
　酒販事業は、「来店がお得で楽しい、地域になくては　酒販事業は、「来店がお得で楽しい、地域になくては
ならない嗜好品専門店」として、「すべてはお客様のたならない嗜好品専門店」として、「すべてはお客様のた
めの」販売サービス事業の深化を進めて参ります。めの」販売サービス事業の深化を進めて参ります。

酒販事業店舗数は、327店となりまし酒販事業店舗数は、327店となりました。た。
　2018年11月には、国内外に250店（直営50店、国　2018年11月には、国内外に250店（直営50店、国
内フランチャイズ186店、海外フランチャイズ14店）内フランチャイズ186店、海外フランチャイズ14店）
を展開する株式会社つぼ八をグループに迎え、チムを展開する株式会社つぼ八をグループに迎え、チム
ニー株式会社との外食事業のアライアンス強化を実現ニー株式会社との外食事業のアライアンス強化を実現
しています。外食事業店舗数は、998店となりました。しています。外食事業店舗数は、998店となりました。
　本年4月より、創立50周年の節目となる、第50期の　本年4月より、創立50周年の節目となる、第50期の
事業年度を迎えました。これからも、経営理念に掲げる事業年度を迎えました。これからも、経営理念に掲げる
「三方善」を常に心に刻み、酒販事業・外食事業を司る「三方善」を常に心に刻み、酒販事業・外食事業を司る
グループ全社一丸となって、株主のみなさまのご期待グループ全社一丸となって、株主のみなさまのご期待
に添えるよう、考えて行動してまいります。に添えるよう、考えて行動してまいります。
　引続き、当社連結事業への変わらぬご理解とご支援　引続き、当社連結事業への変わらぬご理解とご支援
を賜りますようお願い申し上げます。を賜りますようお願い申し上げます。

株式会社やまや
代表取締役社長
山内  英靖

第４9期営業報告
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[[びっくり酒店　屋号変更びっくり酒店　屋号変更]

[新 規 出 店新 規 出 店]

　酒販業界における、消費者の生活防衛・節約志向は　酒販業界における、消費者の生活防衛・節約志向は
依然根強いものがある中、当社酒販事業は、上半期に依然根強いものがある中、当社酒販事業は、上半期に
おける西日本中心の天候不順による影響を取り戻しきおける西日本中心の天候不順による影響を取り戻しき
れず、減収減益となりました。地域になくてはならないれず、減収減益となりました。地域になくてはならない
嗜好品専門店として、お客様に最適なサービスを提供嗜好品専門店として、お客様に最適なサービスを提供
できるよう、各種電子決済への対応を推進すると共に、できるよう、各種電子決済への対応を推進すると共に、
次世代の成長につながる人財育成に積極的に取り組み次世代の成長につながる人財育成に積極的に取り組み
ました。ました。
　やまやでは福岡県、山口県のびっくり酒店の屋号変更　やまやでは福岡県、山口県のびっくり酒店の屋号変更
を2018年4月に完了することで全国320店舗のすべてを2018年4月に完了することで全国320店舗のすべて
をやまや屋号の店舗といたしました。また、やまやの新をやまや屋号の店舗といたしました。また、やまやの新
店を5店舗出店し、酒販事業の当期末店舗数は327店と店を5店舗出店し、酒販事業の当期末店舗数は327店と
なりました。なりました。
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酒販事業ビジネストピックス

新規オープン店舗新規オープン店舗

岩手県／岩手県／北上店北上店     2018年4月2018年4月

福島県福島県／相馬小泉店相馬小泉店     2018年6月2018年6月

青森県青森県／十和田店十和田店     2018年10月2018年10月

千葉県千葉県／成田はなのき台店成田はなのき台店     2018年12月2018年12月

群馬県群馬県／渋川店渋川店     2019年3月2019年3月

宮城県宮城県／柳生店柳生店     2019年4月 ※2019年度2019年4月 ※2019年度

福岡県福岡県／知古店知古店・那珂川店　那珂川店　山口県山口県／新下関新下関店

十和田店（青森県）

成田はなのき台店
（千葉県）

渋川店（群馬県）

柳生店（宮城県）

社員研修の様子



　　清酒やワインなどの冷蔵販売コーナーとして、「多清酒やワインなどの冷蔵販売コーナーとして、「多
用途冷蔵ショーケース」を用途冷蔵ショーケース」を開発しました。大規模な冷蔵開発しました。大規模な冷蔵
ケースによる効率的な温度管理だけでなく、遮光の面ケースによる効率的な温度管理だけでなく、遮光の面
でも配慮し、さらなる品質の向上を達成しました。でも配慮し、さらなる品質の向上を達成しました。多用多用
途冷蔵ショーケース途冷蔵ショーケースは、柳生店（宮城県）をは、柳生店（宮城県）を始めとした始めとした
新規出店時に順次導入を進めておりま新規出店時に順次導入を進めております。す。

日本経済新聞 全国版 5段広告 2/1朝刊掲載

　2019年2月1日、日欧EPA発効でEU輸入ワインの2019年2月1日、日欧EPA発効でEU輸入ワインの
関税が即時撤廃されることをうけ、やまやではいち早く関税が即時撤廃されることをうけ、やまやではいち早く
EU輸入ワイン3,000品目以上の店頭価格および通信EU輸入ワイン3,000品目以上の店頭価格および通信
販売販売の価格を一斉に値下げし、お客様へ還元いたしまの価格を一斉に値下げし、お客様へ還元いたしま
した。た。本件は、全国紙および地方紙の新聞広告で積極本件は、全国紙および地方紙の新聞広告で積極
的な広告活動を展開し、ワインの販売へ貢献しました。的な広告活動を展開し、ワインの販売へ貢献しました。
　EU輸入ワインの値下げと同時期に、店頭実施施策　EU輸入ワインの値下げと同時期に、店頭実施施策
として「オーガニックワイン特設売場」を全店で展開として「オーガニックワイン特設売場」を全店で展開
しまししました。近年の自然志向・健康志向の高まりもあって、た。近年の自然志向・健康志向の高まりもあって、

お客様にご好評をいただきました。オーガニックワインお客様にご好評をいただきました。オーガニックワイン
は、ワイン売場でも定番商品として、今後も積極的におは、ワイン売場でも定番商品として、今後も積極的にお
客様へご紹介してまいります。客様へご紹介してまいります。

酒販事業ビジネストピックス

多用途冷蔵ショーケース

オーガニックワイン売場
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写真：左
■66洋食事業部 
六本木六丁目食堂 
浅草EKIMAE店 入口外観 

　株式会社つぼ八の店舗網250店舗が加わり、当期　株式会社つぼ八の店舗網250店舗が加わり、当期
末の外食事業店舗数は、998店（直営474店、フラン末の外食事業店舗数は、998店（直営474店、フラン
チャイズ524店）となりました。食の六次産業化と地チャイズ524店）となりました。食の六次産業化と地

産地消・地産全消の深化により、質の向上とお客様の産地消・地産全消の深化により、質の向上とお客様の
満足度を高めると共に、人材確保と人財育成の強化満足度を高めると共に、人材確保と人財育成の強化
に取り組みます。に取り組みます。

外食事業ビジネストピックス

■つぼ八　新潟駅前店
つぼ八は「自然の恵みをお届け
する」をモットーに、外食シーン
におけるお客様の喜びを追求し
てまいります。

■花の舞　ハノイ店（2019年2月）
美味しい和食、はなの舞名物「両国ちゃんこ鍋」をベトナム
の皆様にご提供しています。

■66洋食事業部 
ムフタール ドゥ パリ（ベーカリーレストラン)

■人財アカデミー研修
当研修では、社内技能資格として
「マイスター制度」を導入してます。
調理の各種目において社内基準を
作り、個人の技術向上に評価・支援
をしています。

写真：右
自家挽き手ごねハンバーグ
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連結財務ハイライト

Business Report  49th

168,960

84,387

169,371 167,334

82,985 85,087

180,000

140,000

100,000

60,000

20,000

0

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

70.0

60.0

50.0

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

（店  舗）（人）

（百万円） （百万円）

（百万円）

連結売上高 連結経常利益 

親会社株主に帰属する当期純利益 

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

1,500

1,200

900

600

300

0

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

店舗数の推移従業員数の推移

（％）

中間期

中間期

中間期通期 通期

通期

82,676

167,750

酒販事業 外食事業 酒販事業 外食事業

1,410

3,216

1,066

326

740

334

738

1,072

7,5067,501

3,018

4,483

3,053

4,453

328

749

1,077

327

998

1,3257,383

2,993

4,390

7,745

3,046

4,699

第46期 第47期 第48期 第49期 第46期 第47期 第48期 第49期

第46期 第47期 第48期 第49期第46期 第47期 第48期 第49期

3,393

1,401

2,362

1,752

521

1,068

71,454

※2019年3月31日現在 ※2019年3月31日現在
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連結資産の状況
純資産 総資産 自己資本比率
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株式の状況  （2019年3月31日現在）　※自己株式は5,765株です。   会 社 名

英 文 社 名

本 社 所 在 地

設 立 年 月 日

資 本 金

従 業 員

主要な事業内容

ホームページ

主要連結子会社

上 場 取 引 所

株式会社やまや

YAMAYA CORPORATION   

〒983-0852   

宮城県仙台市宮城野区榴岡三丁目4番1号

1970年11月26日   

32億4,733万円   

（酒販）3,046名 （外食）4,699名 （計）7,745名

酒類・食品類の輸入及び小売・卸売

通信販売、外食事業

http://www.yamaya.jp   

やまや商流株式会社、大和蔵酒造株式会社

やまや関西株式会社、やまや北陸株式会社

チムニー株式会社、株式会社つぼ八   

東京証券取引所　第1部（証券コード9994)

●事業年度：毎年4月1日から翌年3月31日まで  ●定時株主総会：毎年6月開催 
●基準日：定時株主総会（毎年3月31日）、期末配当金（毎年3月31日）、中間配当金（毎年9月30日）そのほか必要があるときは、あらかじめ公告して定めた日。 
●株主名簿管理人／特別口座／口座管理機関：三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 
●同連絡先：三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部  〒183-0044 東京都府中市日鋼町1-1（電話0120-232-711 ／通話料無料） 
●ホームページ：http://www.yamaya.jp  ●上場取引所：東京証券取引所  第１部（証券コード9994） 
●公告：電子公告により行います。http://www.yamaya.jp/pages/ir/koukoku/index.html   
   やむを得ない事由により電子公告ができないときは、日本経済新聞に掲載する方法により行います。     
    
    
   

大株主  （上位10名）  

発行可能株式総数

発行済株式総数 

株 主 数

35,000,000株
10,847,870株

8,211人

■ 山内コンサルタント株式会社   
■ 山内英靖   
■ イオン株式会社  
■ 山内浩晶  
■ 株式会社七十七銀行     
■ 山内英房
■ 日本マスタートラスト
  信託銀行株式会社（信託口）
■ INTERACTIVE BROKERS LLC
■ NORTHERN TRUST CO.    
■ 山内一枝
   

2,476,000
2,169,640
2,072,730
325,260
220,000
197,960
127,000

91,140
88,200
85,800

22.83
20.01
19.11
2.99
2.03
1.83
1.17

0.84
0.81
0.79

株主名  　　    　持株数（株）  持株比率（％）

※持株比率は自己株式（5,765株）を控除して計算しています。

【株式メモ】

会  社  概  要

【株主優待】   
株主の皆様の日頃からの御支援に感謝するとともに、当社株式への投資の魅力を高め、より多くの方々に中長期にわたり継続して当社株式を保有し
ていただくことを目的として新たな株主優待制度を導入いたしました。毎年3月31日現在及び9月30日現在の当社株主名簿に記載された100株
(１単元)以上を保有する株主１名につき、当社店舗「やまや」にてご利用いただける3,000円相当の「株主優待商品券」を各基準日毎に贈呈します。
　なお、本「株主優待商品券」は、金券類のご購入や通信販売ではご利用いただけません。また、優待券に記載された有効期限を過ぎたものは無効とな
りますので、お早めにご利用ください。
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店舗ネットワーク 酒販事業／外食事業

店

グループ総店舗数

11,325325
酒販
事業

外食
事業

327
酒販事業免税販売     店　               ダイソー併設　　店             

店

店

※

※ ※

※ ※998
63 37

1

2
3

4

5

6

7
8

9

10

※2019年6月末現在

店舗ネットワーク 酒販事業／外食事業

関東物流センター

広島センター北陸センター
物流
センター

1 東北物流センター 2 3 関西物流センター 4 北上センター 5 東京物流センター
6 7 大阪南港センター 8 9 福岡センター 10 チムニー物流センター

北海
道・東北エリア

店

店

96酒販

外食217

東海エリア

中国エリア

北陸
・甲信越エリア

関東エリア

450
店

店

13酒販

外食92
店

店

28酒販

外食41

関西エリア

店

店

81酒販

外食73

店

店

17酒販

外食50

四
国・
九州・沖縄エリア

店

店

9酒販

外食60

店

店

83酒販

外食

店外食15

海　外
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